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平成20年 4月 21日 

社団法人日本病院会 

事務管理者委員会 

 

平成 20年 4月診療報酬改定に関する緊急アンケート調査票 
 

回答期限：5月 20日（火）必着 

送 付 先    ：（社）日本病院会 事務管理者委員会 宛（同封の返信用封筒を使用してご返送ください。） 

 

※ご回答いただいた数値や内容については、集計目的に使用し、個別に明らかになることは一切ありません。また、ご記入いただきました個人情報 

は以下の利用目的に限り使用いたします。本調査に関するお問い合わせ・ご相談への応答、調査報告等書類の発送、調査に関連した研修会の案内 

 

下記の内容について、空欄に記入、または該当項目の□にレ点チェックして下さい。 

 

Ⅰ．病院の基本情報 

（１‐１）病院名・所在地・記入担当者等（空欄に記入、該当番号に○を付けてください。） 

(1)病院名  

(2)所在地  

(3)記入担当者 
所

属 
 

役

職
 

氏

名
 

(4)電話番号 ‐    ‐  

(5)FAX番号 ‐    ‐ 

(6)Ｅメール 

アドレス  

(7)
病
院
の
所
在
地 

01 

02 

03 

04 

05 

06 

北海道 

青森県 

岩手県 

宮城県 

秋田県 

山形県 

07 

08 

09 

10 

11 

12 

福島県 

茨城県 

栃木県 

群馬県 

埼玉県 

千葉県 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

東京都 

神奈川県

新潟県 

富山県 

石川県 

福井県 

19

20

21

22

23

24

山形県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

25

26

27

28

29

30

滋賀県 

京都府 

大阪府 

兵庫県 

奈良県 

和歌山県

31

32

33

34

35

36

鳥取県 

島根県 

岡山県 

広島県 

山口県 

徳島県 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

香川県 

愛媛県 

高知県 

福岡県 

佐賀県 

長崎県 

43

44

45

46

47

 

熊本県 

大分県 

宮崎県 

鹿児島県

沖縄県 

 

 

（１‐２）開設者（該当する１箇所に○を付けてください。） 

01 

 

 

02 

 

03 

 

 

04 

厚生労働省(独立行政法人

国立病院機構、旧国立病

院・療養所) 

文部科学省(国立大学法

人) 

独立行政法人労働者健康

福祉機構(旧労働福祉事業

団) 

その他(国、独立行政法人)

05 

06 

07 

08 

09 

 

10 

11 

12 

都道府県

指定都市

市 

町村 

組合 

 

日赤 

済生会 

厚生連 

13

14

15

16

17

18

19

20

北海道社会事業協会 

国民健康保険団体連合会 

全国社会保険協会連合会 

厚生年金保健協会連合会 

船員保険会 

健康保険組合及びその連合会

共済組合及びその連合会 

国民健康保険組合 

 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

公益法人・社会福祉法人 

医療法人社団 

医療法人財団 

特定医療法人 

特別医療法人 

個人 

学校法人 

会社 

その他の法人 
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（１‐３）病床区分・病床数 

(1)主な病床区分（該当する１箇所にレ点チェックして下さい。） 

 □01一般 □02療養 □03ケアミックス □04精神 □05その他 

(2)病床区分ごとの病床数 

 合計 一般 
療養 

精神 結核 感染 
医療療養 介護療養 

許可病床数 床 床 床 床 床 床 床

実働病床数 床 床 床 床 床 床 床

 

（１‐４）職員数（４月１日現在）、非常勤職員は常勤換算して下さい。 

職種 医師 看護職員 医療技術員 事務員 その他 合計 

職員数 人 人 人 人 人 人

 

（１‐５）病院の機能 

 (1)病院機能 1（該当する１箇所にレ点チェックして下さい。） 

  □01単科病院 □02併科病院（主に内科系） □03併科病院（主に外科系） □04併科病院（その他）※ 

    ※：併科病院（その他）・・・旧総合病院に準ずる病院 

 (2)病院機能 2（該当するすべてにレ点チェックして下さい。） 

  □05特定機能病院 □06地域医療支援病院 □07臨床研修指定病院 □08DPC 対象病院 

 □09救命救急センター  

 

Ⅱ．病院の施設基準等 

（２‐１）入院基本料（該当するすべてにレ点チェックして下さい。） 

(1) 一般病棟入院基本料 ［ □017 対 1◯改 □02準 7対 1◯新 □0310 対 1 □0413 対 1 □0515 対 1 

   □06特別 ］     

(2) 療養病棟入院基本料 ［ □078 割未満 □088 割以上 □09入院 E □10移行 □11特別 ］ 

(3) 結核病棟入院基本料 ［ □127 対 1◯改 □13準 7対 1◯新 □1410 対 1 □1513 対 1 □1615 対 1 ］

   □1718 対 1 □1820 対 1 □19特別 ］   

(4) 精神病棟入院基本料 ［ □2010 対 1 □2115 対 1 □2218 対 1 □2320 対 1 □24特別 ］ 

(5) 特定機能病院入院基本料       

 (ｱ) 一般病棟 ［ □257 対 1◯改 □2610 対 1 ］    

 (ｲ) 結核病棟 ［ □277 対 1◯改 □2810 対 1 □2913 対 1 □3015 対 1 ］  

 (ｳ) 精神病棟 ［ □317 対 1◯改 □3210 対 1 □3315 対 1 ］   

(6) 専門病院入院基本料 ［ □347 対 1◯改 □35準 7対 1◯新 □3610 対 1 □3713 対 1 ］  

(7) 障害者施設等入院基本料 ［ □387 対 1◯新 □3910 対 1 □4013 対 1 □4115 対 1 ］  
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（２－２）入院基本料等加算（該当するすべてにレ点チェックして下さい。） 

(1) 

(4) 

 

(7) 

(10) 

 

(13) 

(16) 

 

(19) 

(22) 

(25) 

(28) 

□01入院時医学管理加算◯改 

□04妊産婦緊搬送急入院加算◯新 

 

□10特殊疾患入院施設管理加算◯改 

□13重症者等療養環境特別加算 

 

□19緩和ケア診療加算◯改 

□22精神科地域移行実施加算◯新 

 

□25がん診療連携拠点病院加算 

□28褥瘡患者管理加算 

□31ハイリスク分娩管理加算◯改 

□34後期高齢者退院調整加算◯新 

(2) 

(5) 

 

(8) 

(11) 

 

(14) 

(17) 

 

(20) 

(23) 

(26) 

 

□02臨床研修病院入院診療加算 

□05診療録管理体制加算 

□11新生児入院医療管理加算 

療養病棟療養環境加算 

［□141 □152 □163 □174］

□20精神科応急入院施設管理加算

□23精神科身体合併症管理加算◯新

□26栄養管理実施加算 

□29褥瘡ハイリスク患者ケア加算

□32退院調整加算◯新 

 

(3)

(6)

(9)

(12)

(15)

(18)

(21)

(24)

(27)

□03超急性期脳卒中加算◯新 

医師事務作業補助体制加算◯新 

［□061 □072 □083 □094］

□12療養環境加算 

□18重症皮膚潰瘍管理加算 

 

□21精神病棟入院時医学管理加算

□24児童・思春期精神科入院医療

管理加算 

□27医療安全対策管理加算◯改 

□30ハイリスク妊婦管理加算◯新

□33後期高齢者総合評価加算◯新

 

 

（２－３）特定入院料等（該当するすべてにレ点チェックして下さい。） 

(1) 救命救急入院料［□011  □022 ］ 

(3) □04ハイケアユニット入院医療管理料 

(5) □06新生児特定集中治療室管理料 

(7) □08広範囲熱傷特定集中治療室管理料 

(9) □10特殊疾患入院医療管理料◯改 

(11) 回復期リハビリテーション病棟入院料 

［□15現行 □161◯新  □172◯改］

(13) 特殊疾患病棟入院料◯改［□201  □212］ 

(15) □23精神科救急入院料◯改 

(17) □26精神科救急・合併症入院料◯新 

(19) 認知症病棟入院料［□281  □292］ 

(2) □03特定集中治療室管理料 

(4) □05脳卒中ケアユニット入院医療管理料 

(6) □07総合周産期特定集中治療室管理料 

(8) □09一類感染症患者入院医療管理料 

(10) 小児入院医療管理料［□111◯新 □122 □133 □144］

(12) 亜急性期入院医療管理料［□181  □192◯新］ 

 

(14) □22緩和ケア病棟入院料 

(16) 精神科急性期治療病棟入院料［□241 □252］ 

(18) □27精神療養病棟入院料 

(20) 短期滞在手術基本料［□301  □312 □323○新］ 

 

（２－４）その他の基本診療料（該当する場合にレ点チェックして下さい。） 

□01電子化加算 

 

Ⅲ．診療報酬改定の影響度 

（３‐１）診療報酬シミュレーション結果について 

 (1)診療報酬改定について置換え試算を行われましたか □01はい □02いいえ 

 (2)(1)で「はい」と回答した病院のみお答えください。 

 ①置換え試算の実施年月：平成19年・20年（03   ）月診療分の置換え［□04全部 □05一部］ 

 ②影響率（小数第2位まで）：旧点数を100％とした場合の置換え新点数の割合 

 平成19年・20年（03   ）月分 

入院分の影響率     ．     ％ 

外来分の影響率     ．     ％ 

病院全体の影響率     ．     ％ 



   60

（３‐２）医業収益（平成19年 3月・4月期及び平成20年 3月・4月期実績比較） 

 平成19年3月 平成19年4月 平成20年3月 平成20年4月 

入院診療収益 千円 千円 千円 千円

外来診療収益 千円 千円 千円 千円

その他収益 千円 千円 千円 千円

合計 千円 千円 千円 千円

 

（３‐３）月別診療報酬点数 

 (1)入院診療分①（ＤＰＣ診療分） 

 平成19年3月 平成19年4月 平成20年3月 平成20年4月 

件数 件 件 件 件

延日数（延患者数） 日 日 日 日

①包括評価部分 

の点数合計 
点 点 点 点

②出来高部分 

の点数合計 
点 点 点 点

③食事療養費 円 円 円 円

④調整係数 ． ． ． ． 

⑤機能評価係数 ． ． ． ． 

⑥医療機関別 

調整係数（④+⑤） 
． ． ． ． 

合計（①×⑥＋②

＋③÷10） 
点 点 点 点

 

(2)入院診療分②（ＤＰＣ以外の診療分） 

 平成19年3月 平成19年4月 平成20年3月 平成20年4月 

診療日数 ３１ 日 ３０ 日 ３１ 日 ３０ 日

件数 件 件 件 件

延日数（延患者数） 日 日 日 日

①点数合計 点 点 点 点

②食事療養費（生活

療養費） 
円 円 円 円

合計（①＋②÷10） 点 点 点 点
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 (3)外来診療分③ 

 平成19年3月 平成19年4月 平成20年3月 平成20年4月 

診療日数 日 日 日 日

件数 件 件 件 件

延日数（延患者数） 日 日 日 日

点数合計 点 点 点 点

 

（３‐４）診療行為別収益（平成19年 3月・4月期及び平成20年 3月・4月期実績比較） 

  （ＤＰＣ病院は出来高点数に換算しご記入下さい。） 

 

 (1)入院点数の行為別合計 

 平成19年3月 平成19年4月 平成20年3月 平成20年4月 

診察料 点 点 点 点

指導料 点 点 点 点

投薬料 点 点 点 点

注射料 点 点 点 点

処置料 点 点 点 点

手術料 点 点 点 点

検査料 点 点 点 点

画像診断料 点 点 点 点

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料 点 点 点 点

その他 点 点 点 点

入院料 点 点 点 点

食事療養費 点 点 点 点

合計 点 点 点 点

 

＜行為別の内訳＞診療報酬点数表の基本診療料および特掲診療料の部の項目による 

 診察料：初・再診料、指導料：医学管理等・在宅医療、処置料：人工透析等を含む、手術料：手術・麻酔 

 検査料：検査・病理診断、その他：精神科専門療法、放射線治療、入院料：入院料等 

 食事療養費：食事療養費、生活療養費（1点 10円で点数換算） 
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(2)外来点数の行為別合計 

 平成19年3月 平成19年4月 平成20年3月 平成20年4月 

診察料 点 点 点 点

指導料 点 点 点 点

投薬料 点 点 点 点

注射料 点 点 点 点

処置料 点 点 点 点

手術料 点 点 点 点

検査料 点 点 点 点

画像診断料 点 点 点 点

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料 点 点 点 点

その他 点 点 点 点

合計 点 点 点 点

 

Ⅳ．病院経営に及ぼす影響 

（４‐１）平成20年度の損益予想（該当する１箇所にレ点チェックして下さい。） 

  □01増収増益が見込まれる      □02増収減益が見込まれる 

  □03減収増益が見込まれる      □04減収減益が見込まれる     □05変化なしが見込まれる 

 

（４‐２）（４‐１）の理由 （該当するすべてにレ点チェックして下さい。） 

１）収益 

 (1)診療報酬改定による影響［01□増収 □02減収 □03増減なし］ 

(2)保険診療以外の収益［□04増収 □05減収 □06増減なし］ 

 (3)診療科目数［□07診療科増 □08診療科減 □09増減なし］ 

 (4)病床数    ［□10増床 □11減床 □12増減なし］ 

 (5)患者数    ［□13入院増 □14入院減 □15入院増減なし □16外来増 □17外来減 □18外来増減なし］ 

 (6)その他［19                                          ］ 

 

２）費用 

 (1)人件費  ［□20増 □21減 □22増減なし 

（内訳：□23医師 □24看護職員 □25医療技術職員 □26事務員 □27その他）］ 

 (2)材料費  ［□28増 □29減 □30増減なし（内訳：□31医薬品 □32診療材料 □33その他）］ 

 (3)一般経費［□34増 □35減 □36増減なし］ 

 (4)設備投資［□37病院の改修・移転 □38病院設備の改修・更新 □39高額医療機器の更新・新規購入］ 

 (5)その他［34                                          ］ 
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Ｖ．診療報酬改定項目の内容について 

（５‐１）入院基本料（該当する１箇所にレ点チェックして下さい。） 

１）7対 1入院基本料を算定している病院にうかがいます。 

 (1)看護必要度の基準を満たす割合           □011 割以上 □021 割未満 □03未計算 

 (2)医師配置の基準 入院患者数に対する医師数の割合  □0410 分の 1以上 □0510 分の 1未満 

 (3)平成 20年 7月 1日以降の入院基本料は次のいずれになりますか。 

   □067 対 1入院基本料 □07準 7対 1入院基本料 □0810 対 1入院基本料、看護補助加算 

 

２）7対 1入院基本料以外の入院基本料を算定している病院にうかがいます。（該当する１箇所にレ点チェックし

て下さい。） 

 (1)7対 1入院基本料取得の意向はありますか □09はい □10いいえ □11わからない 

 (2)(1)の取得目途はいつごろまでにとお考えですか □12平成（  ）年（   ）月頃 □13未定 

 

（５－２）入院基本料等加算 （該当する１箇所にレ点チェックして下さい。） 

１）入院時医学管理加算 

 (1)算定の有無  □01あり  □02なし  

 (2)平成 20年 3月末まで算定していた病院のみお答え下さい。 

  □03継続算定している  □043 月末で算定できなくなった 

 (3)(2)で「算定できなくなった」と回答した病院について、その要因として該当するすべてにレ点チェックし

て下さい。 

  □05診療体制（□06産科  □07小児科  □08内科  □09整形外科  □10脳神経外科  □11精神科） 

  □12救急医療体制  □13外来縮小体制  □14勤務医負担軽減体制 

  □15全麻件数等 

  □16地域連携室  □17画像診断・検査体制  □18薬剤師配置体制 

 

２）超急性期脳卒中加算（該当する１箇所にレ点チェックして下さい。） 

(1)算定の有無  □19あり  □20なし 

 

３）医師事務作業補助体制加算（該当する１箇所にレ点チェックして下さい。） 

 (1)算定の有無  □21あり  □22なし 

 (2)(1)で「あり」と回答した病院のみお答え下さい。 

  ①事務職員の配置（一般病床のみ回答の対象となります） 

   ア 届出体制   （23      ）対１補助体制加算（再掲） 

イ 実際の配置人数（24          ）人 

  ウ 対病床数の割合（25    ．  ）対１（小数第１位まで計算） 

    

  ②医師事務作業補助加算の業務範囲 

  □26電子カルテ（オーダシステム）入力補助  □27診断書・意見書等作成  □28処方せん作成  

  □29診療録作成 □30診察・検査予約  □31学会・カンファレンス等資料作成 

  □32その他（                                                                                  ） 
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（５‐３）特掲診療料（現在、届出算定しているすべてにレ点チェックして下さい。） 

１）医学管理等 

□01ウイルス疾患指導料           □02高度難聴指導管理料 

□03喘息治療管理料             □04糖尿病合併症管理料◯新 

□05小児科外来診療料            □地域連携小児夜間・休日診療料（□06１ □07２） 

□08ニコチン依存症管理料          □09開放型病院共同指導料  

□10地域連携診療計画管理料・地域連携診療計画退院時指導料◯新 

□11ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）    □12薬剤管理指導料 

□医療機器安全管理料◯新（□13１ □14２）   □15後期高齢者診療料◯新 

 

２）在宅医療 

□16在宅療養支援病院◯新               □17在宅時医学総合管理料又は特定施設入居時等医学総合管理料◯新 

□18在宅末期医療総合診療料 

 

３）検査 

□19血液細胞核酸増幅同定検査        □検体検査管理加算（□20Ⅰ◯改 □21Ⅱ◯新 □22Ⅲ◯改） 

□23遺伝カウンセリング加算◯新        □24心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算◯改 

□25人工膵臓                □26長期継続頭蓋内脳波検査 

□27光トポグラフィー及び中枢神経磁気刺激による誘発筋電図 

□28神経磁気診断              □29神経学的検査◯新 

□30補聴器適合検査◯新            □31コンタクトレンズ検査料１◯改 

□32小児食物アレルギー負荷検査 

 

４）画像診断 

□画像診断管理加算◯改（□33１ □34２）   □35遠隔画像診断 

□36ポジトロン断層撮影又はポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 

□37ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影         □38冠動脈ＣＴ撮影加算◯新 

□39心臓ＭＲＩ撮影加算◯新 

 

５）投薬・注射 

□外来化学療法加算（□40１◯改 □41２◯新） 

□42無菌製剤処理料◯新 

 

６）リハビリテーション 

□心大血管疾患リハビリテーション料（□43Ⅰ □44Ⅱ） 

□脳血管疾患等リハビリテーション料（□45Ⅰ◯改 □46Ⅱ◯新 □47Ⅲ◯改） 

□運動器リハビリテーション（□48Ⅰ □49Ⅱ） 

□呼吸器リハビリテーション料（□50Ⅰ □51Ⅱ） 

□52難病患者リハビリテーション       □53障害児(者)リハビリテーション料 

□54集団コミュニケーション療法料◯新 



   65

７）精神科療法 

□55精神科作業療法             □精神科ショート・ケア（□56大規模 □57小規模） 

□精神科デイ・ケア（□58大規模 □59小規模） 

□60精神科ナイト・ケア           □61精神科デイ・ナイト・ケア 

□62重度認知症患者デイ・ケア料       □63医療保護入院等診療料 

 

８）処置・手術・麻酔 

□エタノールの局所注入（□64甲状腺 □65副甲状腺） 

 

□66内視鏡下椎弓切除術、内視鏡下椎間板摘出（切除）術（後方切除術に限る。） 

□67内視鏡下椎間板摘出（切除）術（前方摘出術に限る。）、内視鏡下脊椎固定術（胸椎又は腰椎前方固定） 

□68頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。）◯新 

□69脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺激装置交換術 

□70脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術        □71人工内耳埋込術 

□72上顎骨形成術（骨移動に伴う場合に限る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）◯新 

□73同種死体肺移植術            □74生体部分肺移植術◯新 

□75経皮的冠動脈形成術（高速回転式経皮経管アテレクトミーカテーテルによるもの） 

□76経皮的中隔心筋灼術           □77ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 

□78両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー交換術 

□79埋込型除細動器移植術及び埋込型除細動器交換術 

□80両室ペーシング機能付き埋込型除細動器移植術及び両室ペーシング機能付き埋込型除細動器交換術◯新 

□81大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）    □82補助人工心臓    □83埋込型補助人工心臓 

□84同種心移植術   □85同種心肺移植術  □86体外衝撃波胆石破砕術   □87生体部分肝移植術 

□88同種死体肝移植術（肝植）        □89同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術 

□90腹腔鏡下小切開副腎摘出術◯新       □91体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 

□92腹腔鏡下小切開部分切除術、腹腔鏡下小切開腎摘出術、腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術◯新 

□93同種死体腎移植術◯新       □94生体腎移植術◯新     □95焦点式高エネルギー超音波療法◯新 

□96腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術   □97腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術◯新 

 

□輸血管理料（□98Ⅰ □99Ⅱ） 

□100麻酔管理料 

 

９）放射線治療・その他 

□101放射線治療専任加算      □102外来放射線治療加算◯新      □103高エネルギー放射線治療 

□104強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）◯新   □105直線加速器による定位放射線治療 

 

□106テレパソロジーによる術中迅速病理組織標本作製 
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Ⅵ．平成20年度診療報酬改定に関するご意見、要望事項を箇条書きでご記入ください。 

 

(記入例) 

ハイリスク分娩加算について … リスクの高い患者について医学的管理が必要な 

場合であっても、結果として正常分娩になった場合は診療報酬の対象とならない。 

このようなケースでは産婦人科医の医学的評価がされていない。 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

以上 ご協力ありがとうございました。 


